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農林中央金庫 富山支店 

 

ＪＡバンク富山における地域密着型金融の取組状況について（平成 21年度） 
 

ＪＡバンク富山（富山県下 17ＪＡと農林中央金庫富山支店）では，農業と地域社会に
貢献するため，平成 19 ～ 21 年度ＪＡバンク富山中期戦略に基づき，地域密着型金融の
推進に取組んでまいりました。 

平成 21 年度の地域密着型金融の取組状況について取りまとめましたので，ご報告いた
します。 
 

１ 農山漁村等地域の活性化のための融資を始めとする支援 
（ＪＡバンク富山の農業メインバンク機能強化への取組み） 

 
ＪＡバンク富山では，地域における農業者との結び付きを強化し，地域を活性化

するため，次の取組みを行っています。 
 
（１）農業融資の円滑な取組み 

 
ＪＡバンク富山は，各種プロパー農業資金に対応するとともに，農業近代化資金

や日本政策金融公庫資金の取扱いを通じて，農業者の農業経営と生活をサポート
しています。 
平成 22 年３月末時点のＪＡバンク富山の農業関係資金(注１)残高は，143 億 88

百万円（うち農業経営向け貸付金 130 億 54 百万円），日本政策金融公庫等の受託
貸付金(注２)残高は，34 億 45 百万円を取扱っています。 
 

（注１）農業者および農業関連団体等に対する貸出金であり，農業生産・農業経営に必要な資金や，農産物の
生産・加工・流通に関係する事業に必要な資金等が該当します。 

（注２）ＪＡバンク富山が農業者の窓口となり，日本政策金融公庫などの貸付金の受託取扱いを行っています。
受託貸付金残高には，ＪＡ転貸分を含みます。 

 
【資金種類別農業資金残高】  （単位：百万円） 

種   類 平成22年３月末 

プ ロ パ ー 農 業 資 金 ８,７３０ 

農 業 制 度 資 金 ５,６５８ 

農業近代化資金 ３,５０５ 

そ の 他制度資金 ２,１５３ 

合   計 １４,３８８ 

 
【農業資金の受託貸付金残高】 (単位：百万円） 

種   類 平成22年３月末 

日本政策金融公庫資金 ３,４４３ 

そ の 他 ２ 

合   計 ３,４４５ 

(注) 
１ プロパー農業資金とは，ＪＡバンク富山原資の

資金を融資しているもののうち，制度資金以外の
ものをいいます。 

２ 農業制度資金には，①地方公共団体が直接的ま
たは間接的に融資するもの，②地方公共団体が利
子補給等を行うことでＪＡバンク富山が低利で融
資するもの，③日本政策金融公庫が直接的または
間接的に融資するもの があり，ここでは，①およ
び③の転貸資金と②を対象としています。 

３ その他制度資金には，農業経営改善促進資金(ス
ーパーＳ資金)や農業経営負担軽減支援資金など
が該当します。 

(注) 
ＪＡバンク富山では，主にＪＡを窓口として，

日本政策金融公庫資金等の受託貸付金を取扱っ
ています。 
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【営農類型別農業資金残高】   （単位：百万円） 

営 農 類 型 平成22年３月末 

農 業 １３,０５４ 

穀 作 ４,３７９ 

野 菜 ・ 園 芸 １５０ 

果樹・樹園農業 ３０ 

工 芸 作 物 － 

養豚・肉牛・酪農 ４５９ 

養 鶏 ・ 鶏 卵 ４５５ 

養 蚕 － 

そ の 他 農 業 ７,５７９ 

農 業 関 連 団 体 等 １,３３４ 

合  計 １４,３８８ 

 

ＪＡバンク富山は，主要な農業関係の制度資金である，農業近代化資金や日本政
策金融公庫農業資金(公庫直貸除く)の取扱いにおいてトップシェアとなっていま
す。 

 
【富山県内の農業近代化資金および日本政策金融公庫農業資金シェア】 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）担い手のニーズに応えるための体制整備  

ＪＡバンク富山では，地域の農業者との関係を強化・振興するための体制整備に
取組んでいます。 
ＪＡでは，農業融資担当者が農業融資に関するご相談をお受けしています。また，

県内ＪＡには 31 人の「担い手金融リーダー」が設置され，農業融資担当者の活動
をサポートしています。 
農林中央金庫富山支店では，ＪＡサポート指導機能，農業法人等への融資相談機

(注) 
１ 農業関係の貸出金とは，農業者，農業法人

および農業関連団体等に対する農業生産・農
業経営に必要な資金や，農産物の生産・加工・
流通に関係する事業に必要な資金等が該当し
ます。 

２ 「その他農業」には，複合経営で主たる業種
が明確に位置づけられない者，農業サービス
業，農業所得が従となる農業者等が含まれて
います。 

３ 「農業関連団体等」には，ＪＡや全農とその
子会社等が含まれています。 
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出所：日本政策金融公庫 農林水産業  

「業務統計年報」  

 

〈農業近代化資金 融資残高のシェア〉 〈日本政策金融公庫 農業資金取扱残高のシェア〉
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能を担う「県域農業金融センター機能」を構築し，拡充・強化に取組んでいます。 
（３）ＪＡ内事業間連携の強化 

   
ＪＡバンク富山では，農業者の多様なニーズにＪＡをあげて応えていくため，

営農・経済事業等との合同会議・研修会等を通して，ＪＡ内事業間連携の強化に
取組んでいます。 

 
具体的取組事例 

 
ＪＡの営農部門で実施するＴＡＣ（担い手に出向くＪＡ担当者）活動の重要性を再認識
するとともに，ＴＡＣが訪問活動で得た情報をＪＡ全体で共有することにより担い手へ
の対応強化を図るため，担い手金融リーダー・ＴＡＣ合同会議を開催。   
ＪＡの営農・経済事業職員を対象とした研修会において，農業資金に関する知識を習得
するための研修を実施。  

 
（４）６次産業化に向けた農商工連携の推進 

 
ＪＡバンク富山では，生産者等と加工流通業者等との商談会を通して，農業者と

流通業者，外食業者および加工業者の間のビジネスマッチングをサポートし農業
６次産業化に向けた農商工連携に取組んでいます。 

 
【商談会等開催状況】 
商談会名 開催日 主催者 参加団体数 内容 

 
北 陸 
商談会 

 
平成 21年 
11 月 13日

 
三 菱 東 京 
ＵＦＪ銀行 

 
・バイヤー ５社 
・セラー28団体 

 
首都圏・東海地方のバイヤーと，北
陸３県の農産品等を中心とした特徴
ある食品を取り扱うＪＡ・ＪＡグル
ープ会社が参加する商談会に協賛し
サポートを実施。  

 

（５）生産者と消費者をつなげる場の設置 
 
ＪＡでは，生産者と消費者をつなげる交流イベントが開催され好評を博していま

す。 
   

【イベント等開催状況】 

イベント名 ＪＡ名 開催日 
（年月日） 内容 

 
入善・あさひ うまい
もん勢揃い市  

 
みな穂  

 
平成21年 
８月２日 

 
富山市において，入善・朝日町産米なら
びに特産品をＰＲ。 

 
とれたて入善・あさ
ひ こめこめフェア  

 
みな穂  

 
平成21年 
10月22日 

 
東京において，入善・朝日町産米ならび
に特産品をＰＲ。 

 
低タンパク米(春陽)
の稲作 

 
氷見市 

 
（随時） 

 
農業高校生，病院関係者，低タンパク米
消費者・生産者が協力して低タンパク米
を稲作。   

ふるさと体験ツアー 
  

 
いなば 
  

 
（随時） 

 
おおさかパルコープの組合員を対象に，
田植・稲刈，さつまいもの苗植えの体験
ツアーを実施。  

 
この他に，ＪＡでは農業祭・収穫祭等が開催され，多数の方にご来場いただい

ています。 
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２ 担い手の経営のライフサイクルに応じた支援 
 

ＪＡバンク富山では，担い手をサポートするため，ライフサイクルに応じて，次
の取組みを行っています。 

 
（１）新規就農者の支援 

 
ＪＡバンク富山では，新規就農者の経営と生活をサポートするため，就農支援資

金を取扱っています。 
 

【平成 21 年度 新規就農者をサポートする資金の実績】     （単位：件，百万円） 

資 金 名 実行件数 実行金額 平成 22年３月末残高 

就農支援資金(就農施設等資金) １ １ ３ 
（注） 
１ 就農支援資金(就農施設等資金)とは，就農計画の認定を富山県から受けた認定就農者に対して，ＪＡが
融資機関となって無利子資金を貸付ける制度資金です。 

２ 実行件数及び実行金額はＪＡの事業年度で集計しています。 
 
なお，平成 22 年度から，ＪＡバンクアグリサポート事業の一環として，新規就

農応援事業を創設し，新規就農希望者（研修生）の育成を行う農家等に対して費
用助成することとしています。 
 

（２）経営不振農業者の経営改善支援 
 
ＪＡバンク富山では，農業者の経営再建に向け経営改善支援に取組んでいます。 

 
【平成 21 年度 農業者の経営改善支援取組実績】            (単位：先数，％) 

 
 

経営改善 
支 援 
取 組 先 

α 

 
αのうち
再生計画 
策 定 先 

β 

 
αのうち
ラ ン ク 
アップ先 

γ 

 
αのうち
債務者区
分不変先 

δ 

 
再生計画
策 定 率 

 
β／α 

 
ラ ン ク
アップ率 

 
γ／α 

正 常 先 ４ １ ０ １ 25.0％ － 

要 注 意 先 ８ ０ ０ ８ － － 

破 綻 懸 念 先 ４ ０ １ ３ － 25.0％ 

実 質 破 綻 先 ５ ０ １ ４ － 20.0％ 

破 綻 先 ０ ０ ０ ０ － － 

合  計 ２１ １ ２ １６ 4.8％ 9.5％ 
（注） 
１ 農業所得が主となる農業者を対象として，ＪＡの事業年度で集計しています。 
２ 経営改善支援取組先とは，ＪＡが条件緩和や再生計画の策定など経営改善支援に取組んだ先をいいます。 
３ ランクアップ先とは，期末の債務者区分が期初よりランクアップした先をいいます。 
４ 債務者区分不変先とは，期末の債務者区分が期初と変化しなかった先をいいます。 

 
（３）相談会等の開催 

 
ＪＡバンク富山では，年金にかかる相談会等を通して，担い手や地域の皆様のラ

イフプラン形成をサポートしています。 
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３ 経営の将来性を見極める融資手法を始め，担い手に適した資金供給手法の提供 
 

ＪＡバンク富山では，担い手の経営実態やニーズに適した資金の提供に努めてい
ます。 

 
（１）負債整理資金による経営支援 

 
ＪＡバンク富山では，農業者の債務償還負担を軽減し，経営再建を支援するた

め，負債整理資金を取扱っております。 
 

【平成 21 年度 負債整理資金貸出実績】         （単位：件，百万円） 

資金名 実行件数 実行金額 平成 22年３月末残高 

農業経営負担軽減支援資金 １ １８ ２６ 

畜 特 資 金 ０ ０ １９ 

合  計 １ １８ ４６ 
（注） 
１ 農業経営負担軽減支援資金は，営農に必要な資金を借り受けたために生じた負債の借換えのための制度資

金です。 
２ 畜特資金は，過去の負債の償還が困難な畜産経営者に対する長期・低利の借換資金です。 

 
（２）農業融資への利子助成の実施 

 
農業者に対するアグリマイティー資金ならびにアグリエース資金の融資のうち

一定の要件を満たすものおよびスーパーＳ資金の融資について，農業振興等に貢
献するために創設されたＪＡバンクアグリ・エコサポート基金が最大１％の利子
助成を行い，農業担い手をサポートしました。 
平成 21 年は，県内 12ＪＡで，190 件，６百万円の利子助成を行いました。（平

成 19 年度からの３ヵ年(第１回～３回)累計実績は，延べ 467 件，約 14 百万円。） 
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４ 農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可能な農山漁村等地域育成への貢献 
 

ＪＡバンク富山では，農業者および地域社会へ貢献するため，次の取組みを行っ
ています。 

 
（１）農業経営の維持安定への支援 

  
ＪＡでは，農業生産資材の価格高騰等に対し，農業者の経営安定に必要な融資や

利子助成等の対応をしています。 
 

【平成 21 年度実績】 

取組事例 ＪＡ名 内 容 
 
家畜飼料特別支援
資金での融資対応 

 
黒部 
となみ野 
いなば 

 
飼料価格高騰に対し，飼料購入に必要な資金を，制度
資金である家畜飼料特別支援資金で対応。 
（３ＪＡ合計で，８件，227百万円を貸付実行。）   

農業生産資材高騰
対策利子助成事業 

 
黒部 

 
農業生産資材の価格高騰への対策として，農業経営に
かかる運転資金に対して利子助成を実施。 
（178 件に対し，約１百万円を利子助成。）  

 
（２）農業に対する地域の理解促進 

  
ＪＡバンク富山は，地域の小学生の農業に対する理解を促進するため，ＪＡバン

ク食農教育応援事業を展開し，農業に関する教材「農業とわたしたちのくらし」
の配布や農業体験学習の受入れ等に取組んでいます。 
教材「農業とわたしたちのくらし」は，ＪＡを通じて，平成 21 年度には県内の

全公立小学校 200 校へ，約 11,000 セットが配布され，学校の授業等において活用
されています。 
また，ＪＡ等では，地域貢献活動や食農教育などの実践活動に取組まれています。 
なお，食農教育にかかる実践活動に対して，ＪＡバンクアグリ・エコサポート

基金から費用助成を行ってサポートしています。平成 21 年度は，51 件の取組みに
対して，約７百万円の助成が行われました。 

 
【地域貢献活動内容】 

ＪＡ名 活動主体 活動名 活動内容 
 
みな穂 

 
ＪＡ青壮
年部 

 
ウィーラブリバー
活動 

 
地域環境保全活動および安全・安心な農作物提
供の一環として，ＪＡ管内を流れる黒部川，小
川を清掃。   

氷見市 
 
ＪＡ 

 
スポーツ振興のた
めの寄付 

 
ＪＡ氷見市で販売している「氷見はとむぎ茶」
（ペットボトル）販売１本につき５円を氷見市
のスポーツ振興のために寄付。 
（平成 21年度は 1,000 万円を寄付。）   

いなば 
 
ＪＡ 

 
スポーツ振興のた
めの寄付 

 
ＪＡいなばで販売している「越中はとむぎ茶」
（ペットボトル）販売代金の一部を小矢部市，
高岡市のスポーツ振興のために寄付。  
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【食農教育活動内容】 

ＪＡ名 活動主体 活動名 活動内容 
 
学童農園春作業 

 
田植え作業体験。  

 
みな穂 

 
ＪＡ 

 
学童農園収穫作業 

 
刈取り作業体験。   

小学校農業体験学習 
 
農作業体験。  

 
ＪＡ青壮年部 

 
バケツ稲作体験学習 

 
バケツ稲作り体験。   

のり巻き大会 
 
地元食材を使用したジャンボ巻き寿司
作り。  

 
黒部 

 
ＪＡ女性部 

 
食育メイト 

 
大豆栽培と加工（豆腐）体験。   

バケツ稲作り教室 
 
バケツ稲作り体験。   

リンゴ体験教室 
 
特産物である加積りんごの花摘みから
収穫までの体験。   

農業の伝統的副業体
験教室 

 
炭焼体験，地元食材を使用した料理体
験。   

そば蒔き・そば打ち
体験教室 

 
そば蒔きからそば打ちまでの体験。  

 
料理サークル教室 

 
地元食材を使用した料理体験。  

 
魚津市 

 
ＪＡ 

 
バケツ稲作り教室２ 

 
バケツ稲作り体験。   

アルプス 
 
ＪＡ女性部 

 
親と子のつどい 

 
地元食材を使用したジャンボ巻き寿司
作りと「食の安全」についての講演，営
農組合訪問。   

子供たちとの営農体
験 

 
地元食材を使用したおにぎり作りや農
機試乗体験。   

親子体験教室 
 
地元食材を使用した手巻き寿司作りや
収穫体験。  

 
ＪＡ青壮年部 

 
バケツ稲作体験学習 

 
バケツ稲作り体験（富山地区合同企画）。   

親子体験教室 
 
地元食材を使用したジャンボ巻き寿司
作り。  

 
あおば 

 
ＪＡ女性部 

 
農作業体験 

 
野菜の植付け・収穫・調理体験。   

富山市 
 
ＪＡ青年部 

 
バケツ稲作体験学習 

 
バケツ稲作り体験（富山地区合同企画）。   

ＪＡ 
 
子ども農業スクール 

 
稲作体験，野菜（さつまいも・里芋）の
植付け・収穫体験。   

バケツ稲づくり 
 
バケツ稲作り体験（富山地区合同企画）。  

 
ＪＡ青壮年部 

 
食育イベント「グラ
ンドプラザを田んぼ
にしよ～！」  

 
バケツ稲の展示および地産地消のため
のＰＲ（富山地区合同企画）。  

 
子供農業教室 

 
農業施設見学，地元食材を使用した寿司
作り。  

 
なのはな 

 
ＪＡ女性部 

 
親子農業スクール 

 
農業施設見学，農作業体験，収穫物を使
用した料理体験。   

山田村 
 
ＪＡ青年部 

 
バケツ稲作体験学習 

 
バケツ稲作り体験（富山地区合同企画）。                         
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ＪＡ名 活動主体 活動名 活動内容 
 
バケツ稲づくり 

 
バケツ稲作り体験。   

ＪＡ夏休み子供農業
教室 

 
農業関係施設見学等。  

 
ＪＡ 

 
子供料理教室 

 
地元食材を使用した料理体験。   

ＪＡ青年部 
 
チャレンジ農業 

 
農業体験（田植・刈取）。   

ちゃぐりん大会 
 
食農にかかる母と子の集い。  

 
いみず野 

 
ＪＡ女性部 

 
親子食育映写会 

 
食農にかかる映画鑑賞。   

バケツ稲でウイング
ウイング広場公園を
田んぼにしよう～！  

 
バケツ稲作り，バケツ稲の展示・創作か
かし作り，収穫物を使用した料理体験。 
 

 
夏休み子ども村 

 
農業体験，収穫物を使用した料理体験，
わらを使った工作。  

 
高岡市 

 
ＪＡ 

 
米ニュケーション田 

 
農業体験（田植・刈取），地元食材を使
用したジャンボ巻き寿司作り。   

氷見市 
 
ＪＡ 

 
プランターハトムギ
づくり 

 
ハトムギ栽培を通じた農業体験・加工体
験。   

稲作体験スクール 
 
稲作体験。   

地産地消推進事業 
 
地元産 100％の給食の実施。  

 
となみ野 

 
ＪＡ 

 
となみ野農産物ＰＲ
事業  

 
食育フォーラムの開催。 
 

 
野菜づくり体験 

 
野菜の栽培体験。   

里芋堀り体験 
 
里芋の収穫体験。  

 
ＪＡ 

 
大豆栽培と味噌作り
体験 

 
大豆栽培体験，収穫物を使用した味噌作
り体験。   

ＪＡ青壮年部 
 
ふれあい野菜収穫体
験  

 
野菜の栽培体験。 
 

 
あかそふ活動 

 
野菜作り体験。   

とちもちづくり体験 
 
農業体験（田植・刈取），収穫物を使用
したとちもち作り体験。  

 
なんと 

 
小学校への協
賛金 

 
学校農園野菜づくり
体験  

 
野菜の栽培体験。 
 

 
いなば 

 
ＪＡ女性部 

 
親子料理教室（５回） 

 
地元食材を使用した親子での料理体験。   

福光 
 
ＪＡ 

 
キッズクラブ 

 
農作業体験，収穫物を使用した料理体
験。                         
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５ 地域密着型金融の取組事例 
 

ＪＡでは，地域に貢献し地域を活性化するための取組みが行われています。以下
にその一部をご紹介します。 

 
事例１ 子育て支援の取組（子育て支援定期貯金）                     ＪＡ名 みな穂農協 
 
 
１ 動機 
（経緯） 

 
 少子化の流れのなかで，地域の子育て世代を金融面から支援することを目的
として平成 17年度から取扱っているものです。現在は，行政が主催する「とや
ま子育て応援団※」の連携事業の一つになっています。 
  
※「とやま子育て応援団」とは，毎月，一定期間中に 18歳未満の子供連れの

家族が，協賛店を利用した場合に，協賛店が設定している割引などの各
種サービスが受けられる制度です。 

 
 
２ 概要 

 
○ 取扱期間は，平成 21年３月１日から平成 22年 2月 28日まで。 
○ ご利用いただける方は，中学校入学前のお子様をお持ちの個人（同居父母・

同居祖父母等）。 
○ 預入限度額は，お一人様 10万円～300万円。 
○ 預入期間は，３年～５年。 
○ お子様数に応じて店頭表示金利に上乗せ金利を適用。 

・ 第１子の場合   店頭表示金利＋０.１％ 
・ 第２子の場合   店頭表示金利＋０.２％ 
・ 第３子以上の場合 店頭表示金利＋０.３％ 

 
 
３ 成果 
（効果） 

 
○ 利用者からは好評をいただいています（顧客の満足度の向上）。 
○ 子育て世代等，若い世代との取引拡大・サービス提供に向け，職員の取組

意識が高まりました。 
○ ＪＡとしても，若い世代との取引拡大により顧客基盤の拡充につながりま

した。 
 

 
４ 今後の 
予定(課題) 

 
○ 地域の子育て支援，顧客満足度の向上に向け，引き続き当該商品の取扱い

を継続する予定です。 
○ 利用拡大に向け，地域の対象者に対して周知を行います。 
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事例２ 子育て支援の取組（ＪＡあすなろ積金）                 ＪＡ名 黒部農協 
 
 
１ 動機 
（経緯） 

 
地域に根ざした金融機関として，地域の将来を担う若い世代の子育てを応援

したいとの思いから，10年ほど前に取扱いを開始しました。 
 

 
２ 概要 

 
○ 取扱期間は平成 21年 3月 1日から平成 22年 2月 28日まで。 
○ ご利用いただける方は，お子様をお持ちの方（保護者）。 
○ 積立方法は，口座振替のみ。 
○ 積立期間は，3年，4年，5年。 
○ 給付金※としての契約可能額は，30万円から 110万円の範囲内。 

 ※ 積立金の累計額に利息見合いの給付補填金を加えたもの。 
○ 店頭表示金利に 0.1%の金利上乗せを実施。 
 

 
３ 成果 
（効果） 

 
○ 取扱い開始以来，利用者には当商品の意義を感じていただき，好評をいた

だいております（顧客満足度の向上）。 
○ ＪＡ内でも，子育てをする若い世代をサポートすることに対する職員の意

識が高まるとともに，この取組みをきっかけに他の金融サービスの提供に
つながる場合もあり，顧客基盤の拡充やサービス提供能力の向上にも資す
る結果となっています。 

 
 
４ 今後の 
予定(課題) 

 
○ 地域の子育て支援のため，当該商品の取扱いを継続する予定です。 
○ 利用者の多くは卒業・入学シーズンに取組まれるため，メリハリをつける

ためにも，取扱いを卒業シーズンに限定することも検討したいと思います。 
○ また，利用の拡大に向け，地域に対し一層の周知を行いたいと思います。 
 

 
＜補足説明欄＞ 

内容を掲載した資料については別紙を参照願います。 
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事例３ 子育て支援の取組（学資定期積金）                ＪＡ名 黒部市信用農協 
 
 
１ 動機 
（経緯） 

 地域に根ざした金融機関として，地域の若年層とのつながりを深め，金銭的
な負担の大きい若年層の子育てを金融面からサポートする目的で，5 年ほど前
に取扱いを開始しました。 

 
２ 概要 

○ 取扱期間は平成 21年 3月 2日から平成 21年 5月 31日まで。 
○ ご利用いただける方は，中学校卒業時までのお子様をお持ちの方（保護者）。 
○ 積立金額は，月額 50,000 円以内。 
○ 積立方法は，原則，口座振替。 
○ 積立期間は，2年，3年，4年，5年。 
○ 店頭表示金利に 0.1%の金利上乗せを実施。さらに，ＪＡの子供共済にご加

入されている場合は，追加で 0.1%の金利上乗せを実施（合計で+0.2%）。 
○ 原則，定期積金の満期時に 1年定期貯金へ預け替え。その際，1年定期貯金

の店頭表示金利に積立期間に応じた金利上乗せを以下のとおり実施。 
   積立期間：  2年   3 年   4 年   5 年 
   上乗せ金利： 0.2%  0.3%  0.4%  0.5% 

 
３ 成果 
（効果） 

○ 利用者からは好評をいただいております（顧客満足度の向上）。 
○ また，ＪＡのイメージアップにつながるとともに，ＪＡ職員の地域貢献に

対する意識，若年層の子育て支援に対する意識も高まりました。 
 
４ 今後の 
予定(課題) 

○ 好評につき，当該キャンペーンの取扱いを継続する予定です。 
○ また，今後は利用者満足度のより一層の向上を目指し，1年定期貯金が満期

となった後も継続的に子育て支援を行えるような施策を考えたいと思いま
す。 

 
＜補足説明欄＞ 

内容を掲載した資料については別紙を参照願います。 
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事例４ 子育て支援の取組（子育て支援定期積金）                     ＪＡ名 あおば農協 
 
 
１ 動機 
（経緯） 

 
 地域の中のＪＡとして，地域の若い世代とのつながりを深め，子育てに金銭
的な負担が大きい若い世代を金融面から支援することを目的として取扱ったも
のです。 
 

 
２ 概要 

 
○ 募集期間は，平成 21年４月１日から平成 22年 2月 26日まで。 
○ ご利用いただける方は，18歳以下のお子様をお持ちの個人（父母）。 
○ 積立額は，５千円以上（定額式）。 
○ 一世帯当りの契約額(毎月の積立額×積立回数)は，300 万円まで。 
○ 積立方法は，口座振替のみ。 
○ 積立期間は，３年・５年。 
○ 積立期間に応じて店頭表示金利に上乗せ金利を適用。 

・ ３年の場合   店頭表示金利＋０.３％ 
・ ５年の場合   店頭表示金利＋０.５％ 

 
 
３ 成果 
（効果） 

 
○ 利用者からは好評をいただいています（顧客の満足度の向上）。 
○ 若い世代との取引が拡大するとともに，若い世代との取引・サービス提供

に対する職員の関心が高まりました。 
○ ＪＡが地域とともにあることを地域の皆様にアピールするきっかけとなる

とともに，ＪＡのイメージアップにつながりました。 
 

 
４ 今後の 
予定(課題) 

 
○ 好評につき引き続き当該商品の取り扱いを継続する予定です。 
○ 顧客満足度の更なる向上に向け，金融商品だけでなく他事業商品（こども

共済等）の紹介も併せて実施する予定です。 
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事例５ 地産地消の取組（住宅ローン借入者に対する特産物提供)      ＪＡ名 いみず野農協 
 
 
１ 動機 
（経緯） 

 
 管内で宅地造成が積極的に展開されたのを機に，地域に根ざす金融機関とし
て，住宅ローン利用者に対し，毎月，地元の農産物等を手渡しで提供すること
で，地消地産（地元で消費するものは地元で生産）を推進し地元に対する理解
を深めるとともに，取引深耕を図ることを目的として取扱ったものです。 
  

 
２ 概要 

 
○ 募集期間は，平成 20年 12月１日から平成 21年 3月 31日まで。 
○ 対象となるのは，借入額 1,500 万円以上，期間 20年以上の住宅ローンをお

申込みいただき，６ヶ月以内に借入実行された方。 
○ 対象件数は，先着 50件。 
○ 借入実行された月から毎月 12回，地元農産物等を提供。 

（具体例）いちご，米，はと麦茶・竹の子･味噌セット，サラダセット 
     池多スイカ，池多りんご，さつまいも・里芋・キウイセット 
     豆乳鍋セット 他 

 
 
３ 成果 
（効果） 

 
○ 利用者からは好評をいただいています（顧客の満足度の向上）。 
○ 地域及び地元農業に対する利用者の理解が深まりました。 
○ 地元の農産物ブランドのＰＲ，ＪＡのイメージアップにつながりました。 
○ 季節に応じたものを地元農家から直接購入して提供しており，地消地産の

推進に役立ちました。 
 

 
４ 今後の 
予定(課題) 

 
○ 好評につき，22 年度（３～５月）も引き続き当該キャンペーンの取り扱い

を継続する予定です。 
○ 利用者の金利負担軽減・取引深耕に向け，固定金利の再選択時までに金利

軽減項目（ＪＡの利用度に応じたもの）の案内，普及･推進に努めます。 
 

 
＜補足説明欄＞ 

内容を掲載した資料については別紙を参照願います。 
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事例６ 地産地消の取組（定期貯金預入者に対する特産物提供)         ＪＡ名 高岡市農協 
 
 
１ 動機 
（経緯） 

 
 農を根本とする金融機関として，定期貯金預入者に対し，地元農産物等を景
品として提供することにより，地産地消を推進するとともに，地元農業に対す
る理解を深めることを目的として取扱ったものです。 
  

 
２ 概要 

 
○ 募集期間は，平成 21年 11月 2日から 12月 30日まで。 
○ 対象となるのは， 20万円以上，期間 1年以上のスーパー定期貯金を新規で

お取組みいただいた方。 
○ ご利用は，お一人様，300万円まで。 
○ 預入期間に応じて店頭表示金利に上乗せ金利を適用。 

・ １年以上３年未満   店頭表示金利＋０.１％ 
・ ３年以上５年以下   店頭表示金利＋０.２％ 

○ さらに，地元農産物等の中からお好きなものを提供。 
（具体例）国吉りんご，太田さつまいも，越中高岡万葉ごはん 

 
 
３ 成果 
（効果） 

 
○ 地元農産物の提供について，利用者からの反響は大きく，用意した農産物

（りんご，さつまいも 各 750 セット）は早々に無くなりました（顧客の
満足度の向上）。 

○ ＪＡらしさを強くアピールすることができました。 
○ 地元農家から直接購入して提供しており，地産地消の推進に役立ちました。 
 

 
４ 今後の 
予定(課題) 

 
○ 農に根ざしたＪＡの特色を発揮するため，農業体験等がセットとなった定

期積金の取扱いを検討中です。（収穫と試食が無料で体験できるもの。） 
 

 
＜補足説明欄＞ 

内容を掲載した資料については別紙を参照願います。 
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事例７ 地域活性化の取組（年金指定者等に対する民宿等利用券提供）      ＪＡ名 氷見市農協 
 
 
１ 動機 
（経緯） 

 
地域に根ざした金融機関として，定年退職や年金受給を迎えた方々に，地元

の温泉と美味しい食事でこれまでの疲れを落とし，元気に第 2の人生をスター
トしていただくことを目的とし，7～8年前から取扱いを開始しています。 
また，氷見は旅館・民宿業が盛んな地域のため，長引く景気低迷下で頑張っ

ている地元の旅館・民宿を応援することにより地域経済を活性化し，氷見を元
気にすることも，当該キャンペーンの目的としています。  

 
２ 概要 

 
○ 募集期間は平成 21年 1月 1日から平成 21年 12月 31日まで。 
○ 対象となるのは，以下のいずれかに該当する方。 

年金  平成 21年 1月 1 日以降，新規に公的年金※の振込口座を当ＪＡ
にご指定いただき，かつ 1回に 10万円以上お振込の方。 
※ 既に受給中で他の金融機関から振込口座を変更される方，

障害年金や遺族年金は対象外。 
退職金 55 歳以上かつ直近 3ヵ月以内に退職金をお受取りになられた方

で，300万円以上を定期貯金（期間 1年以上）にお預入の方。 
○ 年金ご指定の方には，氷見市内の旅館・民宿で使えるご利用券 1 万円分を

進呈。 
○ 退職金をお預入の方には，旅館・民宿ご利用券 1 万円分に加え，店頭表示

金利に 0.1%の金利上乗せを実施。 
   ※ 旅館・民宿ご利用券は，ＪＡ観光ご利用の場合のみ有効。 
   ※ 金利上乗せは，当初預入期間のみ有効。 
 

 
３ 成果 
（効果） 

 
○ 取扱い開始以来，利用者からは好評をいただいております。利用券のほぼ

全てが実際に使用され，地元の旅館・民宿業者の方からも感謝されており，
地域経済の活性化に貢献できていると感じています。 

○ また「ＪＡは地域に根ざした金融機関である」との職員の意識も高まりま
した。  

 
４ 今後の 
予定(課題) 

 
○ 好評につき，当該キャンペーンの取扱いを継続する予定です。 
○ また，利用者の満足度向上やより一層の地域貢献を目指し，今後はさらな

る施策を考えていきたいと思います。  
 
＜補足説明欄＞ 

内容を掲載した資料については別紙を参照願います。 
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事例８ 被災者への支援（大雨被害に対する災害復旧への金融支援)     ＪＡ名 なんと農協 
 
 
１ 動機 
（経緯） 

 
 平成 20年 7月 28日に発生した大雨被害に対して，地域農業及び地域住民の
生活環境を守るため，災害による農業関連，住宅関連及び生活用品等の復旧の
ための金融支援を実施したものです。 
  

 
２ 概要 

 
＜災害復旧支援資金＞ 
１．農業関連 
○ 災害復旧にかかる農地・農舎の修繕費用等。 
○ 借入期間は，１～15年。 
○ 借入額は，2,000 万円まで。 
○ 借入利率は，借入期間に応じて，年１.０％～２.３％。 
 
２．住宅関連 
○ 災害復旧にかかる住宅建設・リフォーム費用等。 
○ ＪＡの住宅ローン商品から一律０.２％軽減した借入利率を適用。 
○ その他は，住宅ローン資金と同内容。 
 
３．生活用品関連 
○ 災害復旧にかかる生活用品の修繕・購入費用等。 
○ 借入期間は，７年以内。 
○ 借入額は，500万円まで。 
○ 借入利率は，年１.８％（固定）。 
 
※いずれも，平成 21年３月末までの申込み，罹災証明書の提出が必要です。 

 
 
３ 成果 
（効果） 

 
○ 国等の災害復旧支援措置の対象とならない資金需要（ため池の復旧工事，

生活用品の購入等）に的確にこたえることができました。 
○ 地域農業の生産基盤，地域住民の生活基盤の復旧に役立ちました。 
○ 地域が困っている時に，地域に根ざした金融機関であるＪＡの存在を強く

アピールすることができました。 
 

 
４ 今後の 
予定(課題) 

 
○ 今後も，地域の資金需要に適時・的確に対応した金融サービスを提供しま

す。 
○ 社会経済の変化や環境に対応した金融サービスの提供について検討しま

す。 
 

 
＜補足説明欄＞ 

内容を掲載した資料については別紙を参照願います。 



 

 
 

ＪＡバンク富山における地域密着型金融の取組状況について(平成 21 年度) 

22 

 
 
 
 
 

以 上 

別紙 


